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令和７年度第 10 回役員会議事要旨 

 

 

日  時     令和７年９月 30 日（火）９時 00 分～10 時６分 

場  所   事務局大会議室 

出 席 者   齋藤、北島、酒井、鳥海、會澤、鈴木、髙木、水野 

(監事) 長津、宮林 

(ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ) 山本、関根、林、張、豊岡、大路、中 

 

 

議  事 

１ 議事要旨の確認 

    学長から、令和７年度第９回（９月９日開催）役員会議事要旨について確認があり、

承認した。 

 

２ 審議事項 

（１）人事案件について 

   学長から、令和７年度第９回役員会（９月９日開催）審議案件に係る審査通知書

（案）について審議願いたい旨の提案があり、審議の結果、原案のとおり承認した。 

 

（２）大学間プロジェクト協定の締結について 

学長から、インド工科大学カラグプル校、インド工科大学マドラス校、スリ・ラマ

サミー・メモリアル大学、スルタン・イドリス教育大学、カセサート大学及びジャクソ

ンビル州立大学の６つの大学とのプロジェクト協定の締結について審議願いたい旨の

提案があり、審議の結果、承認した。 

 

（３）労働基準監督署からの指導票等への対応について 

鈴木理事から、富山労働基準監督署による杉谷地区病院事業場への立入調査に関

する指導内容及びその対応について、審議願いたい旨提案があり、審議の結果、承

認した。 

 

（４）就業規則等の一部改正について 

   鈴木理事から、「本学職員任免規則」、「育児又は介護を行う職員の早出遅出労働に

関する規則」、「契約職員及びパートタイム職員の給与に関する規則」における規則

改正について審議願いたい旨の提案があり、審議の結果、承認した。 

 

３ 報告事項 

（１）本学の管理下にない放射性物質の発見に係る報告書の提出について 

令和６年 11 月に放射性物質が収納された金属缶が発見された件について、最終報

告書「原因と対策に係る報告書」を原子力規制庁に提出し、手続きが完了した旨、報

告した。 
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４．その他 

   学長から、今年度開催されたサマースクールの運営に関して、日本人学生のより積極

的な参画の必要性等について発言があった。 

 

以 上 


